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☆ 学習やひとつひとつの活動に意欲的に取り組みましょう 

☆ 自分を見つめ、将来に対する目標を持ち、 

           その目標に向かって精一杯の努力を積み重ねましょう 
～はじめに～  

 三年生は義務教育最後の一年です。当然のことながら中学校卒業後は、ひとりひとりが考え選んだ進路に向か

って進んでいくことになります。 

 「この一年間、進路決定に向けて、子どもとどう過ごしていったら良いのだろうか」「この調子で、うちの子

は希望する進路に進むことができるのだろうか」など不安を抱いている保護者の方もいらっしゃると思います。

私たち学年教師はこの不安を解消すべく、全力で進路指導を進めていきたいと思います。そして、２４９名の３

年生全員の進路決定に向けて、共通の視点で関わり、努力して参ります。 

 進路とは、自分の生き方、どのように生きていくかを考えるということです。高校受験は中学校卒業後の進路

選択の１つであって、『進路＝高校受験』ではありません。大切なことは『自分は、どんな生き方をしたいのか』

ということと、それを実現させるために、『今、何をしなければならないのか』『今後、どうすればよいのか』

を真剣に考えることです。「自分の成績ではどの学校に行けますか？」ではなく、「自分はこういう希望を持っ

ているから、この高校に進学したい！」というような進路選択をしてほしいのです。 

 １５歳の中学生であっても、将来の夢や希望を実現するためには、自分自身の生き方を考えるとともに、自分

の能力や適性をふまえて、進路選択をすることが大切です。高等学校や専門学校に進学する場合も、就職する場

合も、自分の希望を実現するためにこの１年間は精一杯努力をしてください。自分の道は自らの手で切り拓きま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

▽この『進路だより』は、ご家庭での話し合いの資料として、また、生徒ひとりひとりが自分の考えをまとめて

いくための資料として、活用してくださることを願って発行するものです。 

▽進路に関するご質問は、遠慮なく担任・学年教師までお願いします。 

 ご質問の内容によっては、進路だよりを通してお答えさせていただく場合もありますのでご了承下さい。 

～高等学校等の説明会・体験入学などの連絡～ 

◇2024 彩の国進学フェア (要予約)  ７/20(土)、21(日)  会場：さいたまスーパーアリーナ 

進路だより 
ひとりひとりが 生き方を考え 目標を持って 
自分自身の進路を切り拓く努力をしよう！ 

入試の選抜方法など年々変化しつつありますが、迅速かつ正確な情報が保護者の皆様へ伝えられるよう努めて

参りますのでご理解・ご協力の程、どうぞよろしくお願いします。 

また、学校と併用して学習していただけるオススメの HP を紹介しておきます。ぜひご活用ください。 

①文部科学省 きみの好き！応援サイト『たのしくまなび隊』(https://tanoshikumanabitai.mext.go.jp/） 

②おうちで学ぼう！NHK for School (https://www.nhk.or.jp/school/ouchi/)  ※スマートフォン向けアプリ有 

https://tanoshikumanabitai.mext.go.jp/
https://www.nhk.or.jp/school/ouchi/

